
11

目 次

１．能代港の変遷について……………………………… ３

２．能代港の現状について……………………………… １５

３．能代港の展望について……………………………… ２７

１．能代港の変遷について
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能代港は、秋田県北部を流れる米代川の河口に発達した港である。

１９８１年に重要港湾に指定され、能代火力発電所建設が始まり、１９９４年には、能
代火力発電所が稼働した。また、背後には多くのリサイクル企業が立地しており、静脈
物流拠点として２００６年にはリサイクルポートの指定を受けた。

能代港のあゆみ能代港のあゆみ能代港のあゆみ能代港のあゆみ

1953(昭和28年) 地方港湾指定＜港湾法＞

1974(昭和49年) 開港＜関税法＞

1981(昭和56年) 重要港湾指定＜港湾法＞
能代火力発電所着工

1994(平成 6年) 能代火力発電所稼働

2006(平成18年) リサイクルポートに指定

2011(平成23年) 拠点化形成促進港（リサイクル貨物）
に選定

能代港の沿革

3

能代港の登場
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＜渤海国との航路図＞

①日本航路
②能登航路
③筑紫航路

＜遣唐使船想像図＞



能代港の確立（中世安東氏から秋田氏）
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＜檜山城跡から見た能代の町並み＞

＜初期北国海運図＞

佐竹氏の移封
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＜現在も残る天然杉＞

長さ＝約28m

幅＝約８m

高さ＝約2.5m

＜北前船＞



日本海の海運と港町
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河港の盛衰
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＜現在の荷上場付近の様子＞
＜米代川水運略図＞

＜江戸末期の能代港を表した絵図＞



木材業と近代化
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＜木都の父 井坂直幹像＞

＜井坂公園＞

＜井坂記念館＞

馬そりでの運材
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昭和20～30年代 馬そりでの運材 「能代市井坂記念館所蔵」



小坂鉱山の黒鉱製錬
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大正時代 小坂町の様子 （小坂町立総合博物館郷土館所蔵）

河口港から掘込港湾へ
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＜明治時代の能代港風景＞ ＜第１船入港の様子（1974年８月４日）＞



能代港の変遷図
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昭和３０年代前半昭和３０年代前半昭和３０年代前半昭和３０年代前半 昭和４９年開港時昭和４９年開港時昭和４９年開港時昭和４９年開港時 昭和５０年代初期昭和５０年代初期昭和５０年代初期昭和５０年代初期

昭和５５年頃昭和５５年頃昭和５５年頃昭和５５年頃昭和６０年時昭和６０年時昭和６０年時昭和６０年時平成５年時平成５年時平成５年時平成５年時

エネルギー供給基地としての能代港
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＜火力発電所着工前＞ ＜火力発電所用地整備中＞ ＜現在の能代港＞

＜能代火力発電所＞

主燃料：石炭
発電出力：60万kw×２台



２．能代港の現状について
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能代港の取扱貨物量推移①
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能代港は米代川河口に位置し、古くから木材加工業などの二次産業を中心に発展した港である。重要港湾指定とともに東北電力
（株）能代火力発電所建設に着手し、現在は取扱貨物の約83％が能代火力発電所で燃料用に輸入される石炭となっている。
また、リサイクルポートへの指定により、リサイクル関連貨物を取り扱う静脈物流港としての役割を担っている。

２．能代港の取扱貨物データ２．能代港の取扱貨物データ２．能代港の取扱貨物データ２．能代港の取扱貨物データ

１．能代港の概要１．能代港の概要１．能代港の概要１．能代港の概要

注）能代港の貿易額は秋田港の貿易額に含まれる
出典：港湾統計年報
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能代港の取扱貨物量推移②

取扱取扱取扱取扱貨物量の貨物量の貨物量の貨物量の推移推移推移推移

平成 ５年 能代火力の１号機が稼働
平成 ６年 〃 2号機が稼働
平成３２年 〃 3号機が稼働予定（平成28年2月着工）

明治時代に機械製材技術が導入され「木都・能代」の基礎が出来る。
昭和に入り、天然杉の減少により外材依存度が高まる。

○能代火力発電所の稼働を契機に大きく取扱量が増えていて、現在燃料の石炭は安定供給されている。

17出典：港湾統計年報
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能代港の主な立地企業
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大森地区大森地区大森地区大森地区

外港地区外港地区外港地区外港地区

下浜地区下浜地区下浜地区下浜地区

中島地区中島地区中島地区中島地区

落合地区落合地区落合地区落合地区

【石炭】
東北電力（株）能代火力発電所

【石灰石】
八戸炭酸カルシウム工業（株）

能代支店工場

【セメント】
太平洋セメント（株）能代ＳＳ

【石灰石】
東北東ソー化学（株）能代工場

【石炭灰】
（株）能代港リサイクルセンター
循環資源取扱支援施設

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー 工業品工業品工業品工業品凡例：凡例：凡例：凡例：

【石炭灰】
能代港FRC有限事業組合
リサイクルセンター

【金属くず】
（株）能代資源

【砂利・砂】
能代山本コンクリート協同組合



能代港の取扱貨物内訳

出典：国土交通省港湾局調べ

取扱貨物の品目内訳（取扱貨物の品目内訳（取扱貨物の品目内訳（取扱貨物の品目内訳（2015201520152015年）年）年）年）

外貿 内貿
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能代港能代港能代港能代港の主な定期航路（の主な定期航路（の主な定期航路（の主な定期航路（2016年年年年4月月月月1日現在）日現在）日現在）日現在）

なし
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能代火力発電所の需要増大

○東日本大震災の影響に伴う原子力発電停止の影響により、火力発電の需要が増大し、能代火力発電所も
連続フル稼働の状態が続いている。
○火力発電の副産物である石炭灰も増加し、既存の処分場は、平成３２年度には一杯になる見込み。
○同発電所では、第２灰捨場（約28ha）の建設（秋田県に委託）を平成２５年度に着工し、平成３１年度に完成させ
る予定。
○東北電力は、能代火力３号機（６０万ｋW）増設の自社応札を前提に、平成26年8月から11月まで火力電源の
入札募集を行った。結果、東北電力が単独で落札、平成27年1月に国の承認を得て正式に決定した。平成28年
2月着工され、32年6月の運転開始を目指す。
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平成２８年１１月現在の状況

第二灰捨て場の進捗状況

能代火力発電所３号機の建設

○東北電力は、火力発電所を建設、運営する事業者の入札を実施した結果、自社が単独で落札。
（総事業費1,000億円規模の見込み）

撮影：H28.5
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～あゆみ～
S52.12 ：能代市、能代市議会、能代商工会議所３者が能代火力発電所誘致を県に要請
S54.11 ：環境影響評価書を国へ提出
S56. 3 ：第84回「電源開発調査審議会」にて能代火力（1・2・3号機）の電源開発計画への組み入れが承認
S60. 7 ：県および市と公害防止協定を締結
S60.11 ：1号機着工
H 3.10 ：2号機着工
H 5. 5 ：1号機運転開始
H 6.12 ：2号機運転開始

：長期需要および国のCO2対策動向の見極めのため3号機計画を繰り延べ
H26. 3 ：3号機での自社応札を前提とした火力電源入札募集実施を公表
H26. 8 ：同電源入札募集を実施（期間：8月6日～11月14日）
H27. 1 ：国の火力電源入札ワーキンググループにて3号機の自社入札が決定
H28．2 :3号機着工。平成32年6月営業運転開始予定。

1号機1号機1号機1号機 2号機2号機2号機2号機 3号機（計画）3号機（計画）3号機（計画）3号機（計画）

発電機出力発電機出力発電機出力発電機出力 60万kW60万kW60万kW60万kW 60万kW60万kW60万kW60万kW 60万kW60万kW60万kW60万kW

主燃料主燃料主燃料主燃料 石炭石炭石炭石炭 石炭石炭石炭石炭 石炭石炭石炭石炭
主蒸気温度（℃）主蒸気温度（℃）主蒸気温度（℃）主蒸気温度（℃） 538538538538 566566566566 600600600600

再熱蒸気温度（℃）再熱蒸気温度（℃）再熱蒸気温度（℃）再熱蒸気温度（℃） 566566566566 593593593593 600600600600
主蒸気圧力（MPa）主蒸気圧力（MPa）主蒸気圧力（MPa）主蒸気圧力（MPa） 24.524 .524 .524 .5 24 .124 .124 .124 .1 24 .524 .524 .524 .5
熱効率（LHV：％）熱効率（LHV：％）熱効率（LHV：％）熱効率（LHV：％） 約43.5約43.5約43.5約43.5 約44.0約44.0約44.0約44.0 約44.8約44.8約44.8約44.8

熱効率は既設1・2号機よりも高い
44.8％に達する見込みであり、資源の効

率的利用および環境負荷低減の両立を
図ります。

これは、既設1・2号の平均に比べ、燃料
使用量、CO2排出量とも年間約3％程度
の減に相当します。

年度年度年度年度

　　▽建設所設置（H27.7）

　　▽工事開始（H28.3）

H31dH31dH31dH31d
(2019)(2019)(2019)(2019)

H32dH32dH32dH32d
(2020)(2020)(2020)(2020)

工事工程工事工程工事工程工事工程

H27dH27dH27dH27d
(2015)(2015)(2015)(2015)

H28dH28dH28dH28d
(2016)(2016)(2016)(2016)

H29dH29dH29dH29d
(2017)(2017)(2017)(2017)

H30dH30dH30dH30d
(2018)(2018)(2018)(2018)

土木・建築工事

機器据付工事

試運転

▽運開

（H32.6）

22

（H28.2）



� H11.11 秋田県北部エコタウン計画承認(H16.10変更計画)
� H18.12 能代港がリサイクルポートに指定

� H21. 1 (株)能代港リサイクルセンター設立
� H22. 3 能代港循環資源取扱支援施設竣工
� H22.10 能代港循環資源取扱支援施設本格稼働

（株式会社能代港リサイクルセンター運営）

リサイクルポート（秋田県北部エコタウン計画と連携）

近代化産業遺産群と主な観光資源近代化産業遺産群と主な観光資源近代化産業遺産群と主な観光資源近代化産業遺産群と主な観光資源

エコタウン関連施設エコタウン関連施設エコタウン関連施設エコタウン関連施設

23出典：あきたエコタウンセンターHP

石狩湾新港

苫小牧港

室蘭港

能代港 八戸港

酒田港 釜石港

姫川港

川崎港

東京港

木更津港

三河港

境港
舞鶴港

神戸港
姫路港三島

川之江港

徳山下松港

北九州港

三池港
中城湾港

宇部港

H14.5.30 指定港（指定港（指定港（指定港（5港）港）港）港）
H15.4.23 指定港（指定港（指定港（指定港（13港）港）港）港）
H18.12.19 指定港（指定港（指定港（指定港（3港）港）港）港）
H23.1.28 指定港（指定港（指定港（指定港（1港）港）港）港）

リサイクルポート施策の概要

期待される効果期待される効果期待される効果期待される効果
・循環型社会の構築支援・循環型社会の構築支援・循環型社会の構築支援・循環型社会の構築支援 ・環境負荷の低減・環境負荷の低減・環境負荷の低減・環境負荷の低減 ・リサイクルコストの低減・リサイクルコストの低減・リサイクルコストの低減・リサイクルコストの低減 ・臨海部産業の活性化・臨海部産業の活性化・臨海部産業の活性化・臨海部産業の活性化

リサイクルポートのリサイクルポートのリサイクルポートのリサイクルポートの
イメージイメージイメージイメージ

リサイクルポート施策リサイクルポート施策リサイクルポート施策リサイクルポート施策 リサイクルポート指定港（２２港）リサイクルポート指定港（２２港）リサイクルポート指定港（２２港）リサイクルポート指定港（２２港）

• 岸壁等の港湾施設の確保
• 積替・保管施設等の整備に対する支援（補助金、補助率1/3）
• 循環資源の取扱に関する運用等の改善
• 官民連携の促進（リサイクルポート推進協議会の活用など）

残 さ

他 港

他 港

岸 壁

岸 壁

○国土交通省港湾局では、循環資源の広域流動の拠点となる港湾をリサイクルポート（総合静脈物流拠点港）に指定し、
重点的に静脈物流基盤の整備を行っている。

24



施設概要施設概要施設概要施設概要

整備効果整備効果整備効果整備効果

位置図位置図位置図位置図

完成写真完成写真完成写真完成写真

整備主体
株式会社能代港リサイクルセンター

（第3セクター）

運営主体 株式会社能代港リサイクルセンター

整備内容

施設規模

敷地面積 3,625㎡

保管施設１棟、野積みﾔｰﾄﾞ718㎡、

アスファルト舗装1,257㎡など

整備費用 213百万円（うち国費71百万円）

整備期間
2009年度

（2010年4月操業開始）

地 区 能代港 大森地区

所 在 地 秋田県能代市能代町字下浜1－2

取扱品目
2009年

整備前年
2010年

整備後1年
2011年

整備後2年
2012年

整備後3年
2013年

整備後4年

金属くず 0t 1,191t 1,450t 654ｔ 1,509ｔ

石炭灰 0t 4,436t 18,087t 43,542ｔ 35,276ｔ

位置図

能代港

施設整備位置

【取扱実績】

整備目的整備目的整備目的整備目的

能代港において、能代火力発電所から発生する石炭灰を大船渡
港に立地しているセメント工場へ陸上輸送することとしているが、少
量多頻度の輸送でありコスト割高となっている。そのため、循環資
源取扱支援施設を整備し、陸上輸送を海上輸送に転換することで、
輸送コスト削減を図る。

リサイクルポート（循環資源取扱支援施設）
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秋田港・能代港の港湾区域内で洋上風力発電

○秋田県は、秋田港と能代港の港湾区域内で洋上風力発電を行う事業者として、丸紅（東京）を選んだ。
（総事業費約800億円の見込み）

【事業概要】

❏出力規模 145MW・・・145,000KW

秋田港 65MW (5MW×13基) ・・・ 65,000KW

能代港 80MW (5MW×16基) ・・・ 80,000KW

❏対象水域 730ヘクタール

秋田港 350ヘクタール
能代港 380ヘクタール

❏事業スケジュール

平成27年度（2015）～ 風況調査、環境影響評価
平成30年度（2018）～ 着工
平成33年度（2021）～ 稼働を目指す

※買い取り価格 36円/1kwh を想定。

対象水域 350ha

対象水域 380ha

事業主体となる特別目的会社（SPC）には、
丸紅、大林組、エコパワー、秋田銀行、北都銀行 が出資を予定

（出典：魁新報、朝日新聞）
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３．能代港の展望について

27

能代港背後の道路ネットワーク整備状況

28

能代港

　　　　　　供用中

　　　　　　事業中

　　　　　 未事業化

計

　　　　　　供用中

　　　　　　事業中

　　　　　 未事業化

計

地
域
高
規
道
路

合計

高
規
格
幹
線
道
路

○高速道路（日本海沿岸東北自動車道）の整備により、内陸地域とのアクセスが向上し、能代港への貨物の集貨・
集積など物流機能強化が期待される。

○能代港への輸送時間短縮により、沿道や内陸部の立地環境向上が期待される。

船川港

秋田港
宮古港

釜石港

大船渡港

久慈港

秋田空港

大館能代空港

あきた北空港～鷹巣間あきた北空港～鷹巣間あきた北空港～鷹巣間あきた北空港～鷹巣間
平成平成平成平成29年度開通予定年度開通予定年度開通予定年度開通予定

鷹巣

あきた北空港

二ツ井
白神

いわて花巻空港



各種計画にみる能代港の将来展望

○新エネルギー海連産業の振興

・港湾における洋上風力発電を含む風力、地熱、水力、バイオマスなど、本県における再生可能エネルギーの更な
る導入拡大を図るとともに、その経済効果を県内に波及するため、風車メーカー等と県内企業のマッチングに取り
組む。

○クルーズ船の誘致活動の推進と受入環境改善

・クルーズを通じた地域活性化を図るため、官民一体で誘致活動に取り組むとともに、クルーズ船や旅客の円滑な
移動等を確保するための環境を整備する。

■あきた未来総合戦略 （計画期間：平成27年度～平成31年度） 【平成27年10月策定】

○資源リサイクル産業を創出する

・能代港の優位性である４万トン岸壁が整備されていること、リサイクルポートであること、資源リサイクル施設の立
地が進む県北地域が背後地にあることなどを活かし、関係企業や関係団体と連携して能代港の利活用を積極的
に進めながら、秋田県北部エコタウン計画と連携して、資源リサイクル産業の創出を図ります。

○能代港利活用の環境を整える

・能代港湾振興会の活動やポートセールス、企業訪問活動を行うなど、利活用のための取組を積極的に進めます。
また、港湾改修や、リサイクル関連企業進出のための物流機能の整備など、国・県や関係機関に働きかけを行う
など、能代港利活用のための環境を整えていきます。

■能代市総合計画後期基本計画 （計画期間：平成25年度～平成29年度） 【平成25年３月策定】

○能代港の利活用促進

・リサイクルや再生可能エネルギーを含めた産業の創出や関連企業の立地を図るとともに、貨物量の増加や客船
の誘致につながる取組を通じ、能代港の整備や利活用を促進します。

■能代市まち・ひと・しごと創生総合戦略 （計画期間：平成27年度～平成31年度） 【平成28年３月策定】
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平均風速
【【【【風力発電の事業化の目安風力発電の事業化の目安風力発電の事業化の目安風力発電の事業化の目安】】】】：年平均風速：年平均風速：年平均風速：年平均風速5555～～～～6m/s6m/s6m/s6m/s以上（地上高以上（地上高以上（地上高以上（地上高30m)30m)30m)30m)

(風力発電導入ハンドブック NEDO 2008年2月)

【【【【秋田港秋田港秋田港秋田港】】】】 6.06.06.06.0～～～～7.5m/s7.5m/s7.5m/s7.5m/s 【【【【能代港能代港能代港能代港】】】】 6.56.56.56.5～～～～7.5m/s7.5m/s7.5m/s7.5m/s

局所風況マップ NEDOより（2000年の気象データより高額モデルにより10mメッシュで算定）

秋田港秋田港秋田港秋田港

能代港能代港能代港能代港

((((地上高地上高地上高地上高30m30m30m30m平均風速平均風速平均風速平均風速)))) ((((地上高地上高地上高地上高30m30m30m30m平均風速平均風速平均風速平均風速))))

能代港の風力発電のポテンシャル
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政策政策政策政策ⅢⅢⅢⅢ

水素エネルギーに関する取組の推進水素エネルギーに関する取組の推進水素エネルギーに関する取組の推進水素エネルギーに関する取組の推進

施策１ 県内における推進体制の構築

施策２ 国内大手企業や研究機関との連携

の促進

施策３ 再生可能エネルギーによる水素製

造システムの構築に向けた検討

第２期秋田県新エネルギー産業戦略（H28～37）の策定

政策政策政策政策ⅠⅠⅠⅠ

再生再生再生再生可能エネルギーの導入可能エネルギーの導入可能エネルギーの導入可能エネルギーの導入拡大拡大拡大拡大

施策１ 洋上風力発電の導入促進

施策２ 陸上における風力発電の導入促進

施策３ 地熱発電の導入促進

施策４ 太陽光発電の導入促進

施策５ 水力発電の導入促進

施策６ バイオマス発電の導入促進

施策７ 再生可能エネルギーの多面的利用

の促進

国内国内国内国内最大級最大級最大級最大級のののの 新エネルギー新エネルギー新エネルギー新エネルギー供給基地供給基地供給基地供給基地と関連と関連と関連と関連産業集積拠点の産業集積拠点の産業集積拠点の産業集積拠点の形成形成形成形成

【【【【前提前提前提前提】】】】

再生可能エネルギー発電事業は、豊富な自然エネルギーを活用した「本県ならでは」「本県ならでは」「本県ならでは」「本県ならでは」の産業であり、その建設工事
は、県内経済を活性化する大きな設備投資大きな設備投資大きな設備投資大きな設備投資であるとともに、運転開始後は、安定した地場産業安定した地場産業安定した地場産業安定した地場産業となる。

【【【【方向性方向性方向性方向性】】】】

① 再生可能エネルギーの導入拡大（＝発電所建設に係る県内への設備投資）の継続

② 発電所の運営、建設工事、メンテナンス、部品供給等の関連産業における県内への経済効果の最大化

③ エネルギーの将来を見据えた長期的視点からの、技術開発を含めた、洋上風力発電、地熱開発、水素エネルギー

等に関する取組の推進

●●●● 目指す姿目指す姿目指す姿目指す姿

●●●● 基本方針基本方針基本方針基本方針

政策政策政策政策ⅡⅡⅡⅡ

関連産業への県内企業の参入拡大関連産業への県内企業の参入拡大関連産業への県内企業の参入拡大関連産業への県内企業の参入拡大

施策１ 県内発電事業者の育成

施策２ 洋上風力発電関連産業の育成

施策３ 陸上における風力発電関連産業の

育成

施策４ 風力以外の発電における関連産業

の育成

施策５ 関連製造業の集積の促進

施策６ 関連産業を支える人材の育成

●●●● 施策体系施策体系施策体系施策体系
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第２期秋田県新エネルギー産業戦略（H28～37）の策定

●●●● 数値目標数値目標数値目標数値目標

【【【【発電導入量（発電導入量（発電導入量（発電導入量（ｋｋｋｋW））））】】】】 【【【【経済波及効果（億円）経済波及効果（億円）経済波及効果（億円）経済波及効果（億円）】】】】

平成平成平成平成28～～～～32年度年度年度年度 平成平成平成平成33～～～～37年度年度年度年度 合計合計合計合計

風力風力風力風力 ４２４ ５６４ ９８８

地熱地熱地熱地熱 １３２ － １３２

太陽光太陽光太陽光太陽光 ３４９ ３５ ３８４

水力水力水力水力 ２０ ５１ ７１

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス ４１ － ４１

合計合計合計合計 ９６６ ６５０ １，６１６

平成平成平成平成28～～～～32年度年度年度年度 平成平成平成平成33～～～～37年度年度年度年度 合計合計合計合計

風力風力風力風力 ４３ ２３１ ２７４

地熱地熱地熱地熱 １８１ ２２５ ４０６

太陽光太陽光太陽光太陽光 ９０ １０５ １９５

水力水力水力水力 ７４ ７６ １５０

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス ２４１ ２５６ ４９７

合計合計合計合計 ６２９ ８９３ １，５２２

建設段階

運転段階

●●●● 重点プロジェクト（目標達成のために上期５年間に重点的に取り組むプロジェクト）重点プロジェクト（目標達成のために上期５年間に重点的に取り組むプロジェクト）重点プロジェクト（目標達成のために上期５年間に重点的に取り組むプロジェクト）重点プロジェクト（目標達成のために上期５年間に重点的に取り組むプロジェクト）

ⅠⅠⅠⅠ 洋上洋上洋上洋上風力発電の事業風力発電の事業風力発電の事業風力発電の事業
化と秋田発の関連産業の化と秋田発の関連産業の化と秋田発の関連産業の化と秋田発の関連産業の
育成育成育成育成

⇓
全国に先駆けた事業化
と、県外案件にも参画で
きる企業の育成

ⅠⅠⅠⅠ 洋上洋上洋上洋上風力発電の事業風力発電の事業風力発電の事業風力発電の事業
化と秋田発の関連産業の化と秋田発の関連産業の化と秋田発の関連産業の化と秋田発の関連産業の
育成育成育成育成

⇓
全国に先駆けた事業化
と、県外案件にも参画で
きる企業の育成

ⅡⅡⅡⅡ 陸上における風車メ陸上における風車メ陸上における風車メ陸上における風車メ
ンテナンス技術者の育成ンテナンス技術者の育成ンテナンス技術者の育成ンテナンス技術者の育成
システムのシステムのシステムのシステムの構築構築構築構築

⇓
国内全体における風車メ
ンテナンス市場に進出で
きる企業の育成

ⅡⅡⅡⅡ 陸上における風車メ陸上における風車メ陸上における風車メ陸上における風車メ
ンテナンス技術者の育成ンテナンス技術者の育成ンテナンス技術者の育成ンテナンス技術者の育成
システムのシステムのシステムのシステムの構築構築構築構築

⇓
国内全体における風車メ
ンテナンス市場に進出で
きる企業の育成

ⅢⅢⅢⅢ 地熱エネルギーの多地熱エネルギーの多地熱エネルギーの多地熱エネルギーの多
面的利用の面的利用の面的利用の面的利用の促進促進促進促進

⇓
地熱発電を活用した地域
振興に関する全国的なモ
デル地域の形成

ⅢⅢⅢⅢ 地熱エネルギーの多地熱エネルギーの多地熱エネルギーの多地熱エネルギーの多
面的利用の面的利用の面的利用の面的利用の促進促進促進促進

⇓
地熱発電を活用した地域
振興に関する全国的なモ
デル地域の形成

ⅣⅣⅣⅣ バイオマス発電へのバイオマス発電へのバイオマス発電へのバイオマス発電への
県産未利用材の安定的な県産未利用材の安定的な県産未利用材の安定的な県産未利用材の安定的な
供給体制の供給体制の供給体制の供給体制の構築構築構築構築

⇓
地元に利益を還元できる
仕組みを含む、効率的な
集荷体制の構築

ⅣⅣⅣⅣ バイオマス発電へのバイオマス発電へのバイオマス発電へのバイオマス発電への
県産未利用材の安定的な県産未利用材の安定的な県産未利用材の安定的な県産未利用材の安定的な
供給体制の供給体制の供給体制の供給体制の構築構築構築構築

⇓
地元に利益を還元できる
仕組みを含む、効率的な
集荷体制の構築

ⅤⅤⅤⅤ 再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギー
による水素製造システムによる水素製造システムによる水素製造システムによる水素製造システム
の構築に向けたの構築に向けたの構築に向けたの構築に向けた検討検討検討検討

⇓
国による実証事業など、
県内における研究開発の
着実な実施

ⅤⅤⅤⅤ 再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギー
による水素製造システムによる水素製造システムによる水素製造システムによる水素製造システム
の構築に向けたの構築に向けたの構築に向けたの構築に向けた検討検討検討検討

⇓
国による実証事業など、
県内における研究開発の
着実な実施

857,722

1,406,100

1,621,100約1.9倍



風力風力風力風力 地熱地熱地熱地熱 太陽光太陽光太陽光太陽光 水力水力水力水力 バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス

県内県内県内県内導入量導入量導入量導入量
（（（（kＷＷＷＷ））））

28万0,990 8万8,300 11万3,566 30万1,622 8万5,800

全国全国全国全国導入量導入量導入量導入量
（（（（kＷＷＷＷ））））

312万 52万 3,223万 2,791万 254万

全国に全国に全国に全国に対する対する対する対する
県内導入量県内導入量県内導入量県内導入量
のののの割合割合割合割合

9.0% 17.0% 0.4% 1.1% 3.4%

全国に全国に全国に全国におけるおけるおけるおける
秋田県秋田県秋田県秋田県の順位の順位の順位の順位

3位位位位 3位位位位 47位 16位 ―

県内の再生可能エネルギーの導入状況

※風力及び太陽光は、平成２８年３月末現在。その他の電源は、平成２７年３月現在。
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風力発電の導入状況（20kW以上のみ）

○東北自然エネルギー開発 600kＷ×24基(H13)
○日立パワーソリューションズ 600kＷ×2基(H14)
○米代川○米代川○米代川○米代川風力風力風力風力発電発電発電発電 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××１基１基１基１基(H25)(H25)(H25)(H25)
○米代川○米代川○米代川○米代川風力風力風力風力発電発電発電発電 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××１基１基１基１基(H25)(H25)(H25)(H25)
○能代パワー発電○能代パワー発電○能代パワー発電○能代パワー発電 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××1111基基基基 ((((H27)H27)H27)H27)
○能代パワー発電○能代パワー発電○能代パワー発電○能代パワー発電 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××1111基基基基 (H27)(H27)(H27)(H27)
○風の松原自然エネルギー○風の松原自然エネルギー○風の松原自然エネルギー○風の松原自然エネルギー 2,300kW2,300kW2,300kW2,300kW××××17171717基（基（基（基（H28H28H28H28））））

能代市計能代市計能代市計能代市計 62,660kW62,660kW62,660kW62,660kW

○エムウインズ八竜 1,500kＷ×17基(H18)
2,500kW× 1基(H25)

○Ａ．パワー 1,990kW× 1基(H25)
三種町計三種町計三種町計三種町計 29,990kW29,990kW29,990kW29,990kW

◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：約約約約1.31.31.31.3万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ

○石油天然ガス金属鉱物資源機構
1,500kＷ×1基(H15)

○男鹿風力発電○男鹿風力発電○男鹿風力発電○男鹿風力発電 2,400kW2,400kW2,400kW2,400kW××××12121212基基基基(H26)(H26)(H26)(H26)
男鹿市計男鹿市計男鹿市計男鹿市計 30,300kW30,300kW30,300kW30,300kW

◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：約約約約2222万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ

○北海道グリーンファンド 1,500kＷ× 1基(H14)
○風の王国男鹿風力発電所○風の王国男鹿風力発電所○風の王国男鹿風力発電所○風の王国男鹿風力発電所 1,870kW1,870kW1,870kW1,870kW××××4444基（基（基（基（H28H28H28H28））））

潟潟潟潟上市計上市計上市計上市計 8,980kW8,980kW8,980kW8,980kW
◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：約約約約10.610.610.610.6万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ

○○○○由利本荘市由利本荘市由利本荘市由利本荘市 750k750k750k750kＷＷＷＷ××××1111基基基基(H14)(H14)(H14)(H14)
○ユーラスエナジー西目 2,000kＷ×15基(H16)
○富士グリーンパワー 1,250kW×1基(H16)

600kW×1基(H16)
○ウィネット西目○ウィネット西目○ウィネット西目○ウィネット西目 1,250kW1,250kW1,250kW1,250kW××××１基１基１基１基((((ＨＨＨＨ25)25)25)25)
○羽後○羽後○羽後○羽後風力風力風力風力発電発電発電発電 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××1111基基基基(H25)(H25)(H25)(H25)
○ユーラス由利高原風力 3,000kW×17基(H27)

由利由利由利由利本荘市計本荘市計本荘市計本荘市計 86,840kW86,840kW86,840kW86,840kW
◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：約約約約7.57.57.57.5万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ

○仁賀保高原風力発電 1,650kＷ×15基(H13)
○風力エネルギー開発 1,500kＷ×1基(H14)
○グリーンファンド秋田 1,990kＷ×1基(H23)
○このうら市民風力発電 1,990kＷ×1基(H23)
○三藤エネルギー○三藤エネルギー○三藤エネルギー○三藤エネルギー 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××1111基基基基(H27)(H27)(H27)(H27)
○三藤エネルギー○三藤エネルギー○三藤エネルギー○三藤エネルギー 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××1111基基基基(H27)(H27)(H27)(H27)

にかほにかほにかほにかほ市計市計市計市計 34,210kW34,210kW34,210kW34,210kW
◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：約約約約6.16.16.16.1万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ

○ユーラスエナジーホールディングス 850kＷ×9基(H14)
鹿角市計鹿角市計鹿角市計鹿角市計 7,650kW7,650kW7,650kW7,650kW

○秋田○秋田○秋田○秋田ウインドパワーウインドパワーウインドパワーウインドパワー研究所研究所研究所研究所 400k400k400k400kＷＷＷＷ××××2222基基基基(H10)(H10)(H10)(H10)
750k750k750k750kＷＷＷＷ××××8888基基基基(H12)(H12)(H12)(H12)

○国土交通省 東北地方整備局秋田河川国道事務所
750kＷ×1基(H14)

○ＪＸエネルギー 1,500kＷ×1基(H14)
○あきた市民風力発電 1,500kＷ×1基(H17)
○あきた未来エネルギー 1,500kＷ×1基(H17)
○さくら風力 1,990kＷ×1基(H21)
○くろしお風力発電 1,990kW×5基(H24)
○ウィネット○ウィネット○ウィネット○ウィネット向向向向浜浜浜浜 1,990kW1,990kW1,990kW1,990kW××××1111基基基基((((ＨＨＨＨ25)25)25)25)
○ユーラスエナジー秋田港 3,000kW×6基(H26)
○秋田国見山風力発電○秋田国見山風力発電○秋田国見山風力発電○秋田国見山風力発電 1,870kW1,870kW1,870kW1,870kW××××４基４基４基４基(H26)(H26)(H26)(H26)
○雄物川風力 1,990kW×1基(H26)
○日立ウィンドパワー 1,990kW×1基(H27)
○羽後風力発電○羽後風力発電○羽後風力発電○羽後風力発電 1,870kW1,870kW1,870kW1,870kW××××4444基基基基(H27)(H27)(H27)(H27)
○雄物川風力 1,998kW×1基(H27)
○秋田ウインドパワー研究所○秋田ウインドパワー研究所○秋田ウインドパワー研究所○秋田ウインドパワー研究所 1990kW1990kW1990kW1990kW××××1111基基基基(H27(H27(H27(H27
○コープ東北グリーンエネルギー○コープ東北グリーンエネルギー○コープ東北グリーンエネルギー○コープ東北グリーンエネルギー 2,495kW2,495kW2,495kW2,495kW××××3333基（基（基（基（H28H28H28H28））））
○東日本旅客鉄道 1,990kW×1基（H28）

秋田市計秋田市計秋田市計秋田市計 76,383kW76,383kW76,383kW76,383kW
◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：◆導入見込み：約約約約0.80.80.80.8万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ

導入量 設備数

H28.12月末時点 337,013kW 193基

今後の見込み
（概ね5年以内）

約30.8万kW 約120基

能代市

三種町

男鹿市

潟上市

秋田市

由利本荘市

にかほ市

平成28年12月末現在 資源エネルギー産業課調べ

鹿角市

（太字）（太字）（太字）（太字）は、県内事業者（自治体を含む）が
主導又は参画する事業（合計：65基、
124,535ｋＷ（全体の37％））
◆◆◆◆は、今後概ね5年以内に運転開始が見込ま
れる事業

◆導入見込み：約◆導入見込み：約◆導入見込み：約◆導入見込み：約2.52.52.52.5万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ万ｋＷ

八峰町
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市町村別の導入状況と今後の見込み

� Ｈ27年度は、由利本荘市（＋51,000）、秋田市（＋13,458）が、大幅に増加。

� Ｈ28年度は、能代市（＋39,100 ）が大幅に増加。

� 今後概ね５年以内には、潟上市、由利本荘市、にかほ市が、大幅に増加する見込み。

平成28年12月末現在 資源エネルギー産業課調べ

0 5 10 15 20

鹿角市

八峰町

能代市

三種町

男鹿市

潟上市

秋田市

由利本荘市

にかほ市

累積導入量（万kW）

：導入量

：導入見込量（今後概ね５年以内）
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風車メーカー別の導入状況

� エネルコン、ヴェスタス及びシーメンスが県内導入シェアの大部分を占めている。

� 今後は、エネルコン、シーメンス、リパワ－（※）、日立製作所、GEの増加が見込まれる。

その他：エヌイージーミーコン、サムスン重工業、タッケ、デウィンド、ラガウェイ

平成28年12月末現在 資源エネルギー産業課調べ※「リパワー」は、現在「センビオン」に社名変更。

＜出力ベース＞＜出力ベース＞＜出力ベース＞＜出力ベース＞＜風車基数ベース＞＜風車基数ベース＞＜風車基数ベース＞＜風車基数ベース＞

エネルコン

69基

ヴェスタス

39基

シーメンス

23基

リパワー

20基

三菱重工業

12基

日立製作所

9基

GE

3基

その他

18基

エネルコン

約10.5万kW

ヴェスタス

約6.2万kW

シーメンス

約6.9万kW

リパワー

約3.万kW

三菱重工業

約2.9万kW

日立製作所

約1.7万kW

GE

約0.8万kW

その他

約1.7万kW
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風力発電導入量の今後の見通し

� 平成28年12月末時点の導入量は約33.7万kWとなっている。

� この他、県有保安林における県公募案件などの新規建設計画が多数進行中でおり、今後も順調に導入
拡大は進み、平成３２年頃には倍近い65万kW弱まで増加する見込み。

� 県では、更なる導入拡大を図るため、港湾（秋田港、能代港）における洋上風力発電の事業者公募を
実施したほか、一般海域での洋上風力の実現に向け、取組を進めている。

28.1

64.5 62.0

導入量

導入見込量

新エネ戦略目標値

県内における風力発電導入量の今後の見通し

H12 H27 H32
（ৄ੢）

累
積

導
入

量
（

万
k
W

）

年度（年度末）

0

25

50

75

県有保安林公募案件県有保安林公募案件県有保安林公募案件県有保安林公募案件

秋田港・能代港公募案件秋田港・能代港公募案件秋田港・能代港公募案件秋田港・能代港公募案件

H28
（ৄ੢）

H32
（目標）

35.5

81.5

H37
（目標）
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保守管理業務に関するアンケート調査結果①
� 第２期秋田県新エネルギー産業戦略の検証として、県内に風力発電所を有する事業者（小型風車除

く）に対し、保守管理に関するアンケートを実施。

（平成2８年８月末時点： ３９発電所、1６８基 うち 回答数 ３３発電所 １４９基）

� 保守管理体制では、大部分が発電事業者の県内拠点、又は県内業者への外部委託である。

加えて、メーカーへの外部委託を行っている。

自社

【保守管理体制】

発電事業者の県外のメンテナンス拠点

県内のメンテナンス業者への外部委託

県外のメーカー、メンテナンス業者への外部委託

発電事業者の県内のメンテナンス拠点 2９発電所、１４５基

0発電所、0基

１０発電所、２4基

３２発電所、１０６基

※回答は、複数選択可

外部
委託
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保守管理業務に関するアンケート調査結果②

� 県内における風力発電所の保守管理業務の従事者を、専任とした場合の人数に換算した。

工数（人日）を調査し、年間労働数を２４０日として換算した。

アンケ－トの結果から、県内の従事者比率は下請けも含め、約７３％と推定できる。（３２．３人）

� 回答数が１４９基であり、平成２８年８月末時点の基数１６８基に換算すれば、約５０人となる。

� 平成２８年８月末の導入量は約２８．１万ｋＷ、平成３２年度の導入予定量６４．５万Kwに換算す
れば、約１１５人となる。

○ （２４．９＋３．３＋４．１＝３２．３）人／４４．３人＝７２．９％
○ ４４．３人／１４９基×１６８基＝４９．９５人
○ ４９．９５人／２８．１万ｋＷ×６４．５万ｋＷ＝１１４．７人

4040

保守管理業務に関するアンケート調査結果③

� 保守管理業務における県内発注について、風車基数ベースで、約8割の事業者が、「即戦力となる事
業者、意欲のある事業者に対して発注を検討したい。」と回答している。

� 風車の機種によっては、県内事業者への発注が難しいものもある。

①即戦力となる
事業者がいれ
ば、検討した
い

1０発電所

１発電所

1７発電所

５発電所

１０２基

１5基

２７基

５基

：発電所数

：風車基数

②意欲がある事
業者がいれば、
その育成を含
め検討したい

④その他

③県内事業者へ
の発注は、今
後も検討しな
い

発電所数、風車基数
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風力発電関連産業の状況について

【本県の風力発電所の状況】
○ 国内有数の導入量（Ｈ２６、Ｈ２７の単年度導入量全国１位、累積導入量全国３位）である。
☆ 建設工事や保守管理の需要が急激に増えている。

【風力発電事業者の地域に対する考え】
○ 風力発電事業は、地域の風資源を利用しているため、「地域からの理解」「地域との共生」が非

常に重要である。
☆ 発電事業者は、経済面を含めた地域貢献（地域との共存共栄）に理解がある。

【今後の情勢】
○ 平成２９年４月に、風力発電設備の定期検査制度の施行が予定されている、
☆ 検査項目、検査頻度の増加に伴う、保守・点検に関する人的需要が増大する。

『先行参入メリット』
☆ 新規発電所建設時に参入して、経験を積むことにより、次回以降は実績をアピールすることが

でき、参入に有利になる。

☆ 風力発電設備の定期検査、及びそれに伴う点検に参入しながら、ノウハウを蓄積し、保守・維
持管理部門へ進出していく。

----13m13m13m13m 260m260m260m260m

クルクルクルクルーーーーズズズズ

総トン数 ５，２１８トン
船 長 １０３ｍ
乗客定員 １２０人

ＳｉｌｖｅｒＳｉｌｖｅｒＳｉｌｖｅｒＳｉｌｖｅｒ ＤｉｓｃｏｖｅｒｅｒＤｉｓｃｏｖｅｒｅｒＤｉｓｃｏｖｅｒｅｒＤｉｓｃｏｖｅｒｅｒ

総トン数 １０，７００トン
船 長 １４２ｍ
乗客定員 ２６４人

ＬＬＬＬ′ＡｕｓｔｒａｌＡｕｓｔｒａｌＡｕｓｔｒａｌＡｕｓｔｒａｌ

能代火力発電所能代火力発電所能代火力発電所能代火力発電所
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外航

内航

４４４４回回回回

１１１１回回回回１１１１回回回回１１１１回回回回１１１１回回回回

２２２２回回回回

１１１１回回回回１１１１回回回回

３３３３回回回回（（（（予定予定予定予定））））

能代港へのクルーズ船寄港回数の推移

２０１７年クルーズ船寄港予定一覧表２０１７年クルーズ船寄港予定一覧表２０１７年クルーズ船寄港予定一覧表２０１７年クルーズ船寄港予定一覧表 （能代港）（能代港）（能代港）（能代港）

※※※※船舶の諸元に関する出典：海事プレス社「クルーズ・シップコレクション２０１６－２０１７」など。船舶の諸元に関する出典：海事プレス社「クルーズ・シップコレクション２０１６－２０１７」など。船舶の諸元に関する出典：海事プレス社「クルーズ・シップコレクション２０１６－２０１７」など。船舶の諸元に関する出典：海事プレス社「クルーズ・シップコレクション２０１６－２０１７」など。

※※※※この表は、岸壁利用申請等に基づく予定スケジュールであるため、変更となる場合があります。この表は、岸壁利用申請等に基づく予定スケジュールであるため、変更となる場合があります。この表は、岸壁利用申請等に基づく予定スケジュールであるため、変更となる場合があります。この表は、岸壁利用申請等に基づく予定スケジュールであるため、変更となる場合があります。

平成２９年４月１日時点平成２９年４月１日時点平成２９年４月１日時点平成２９年４月１日時点

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ． 乗客定員乗客定員乗客定員乗客定員 種別種別種別種別 入港日入港日入港日入港日 出航日出航日出航日出航日 船名（総トン数）船名（総トン数）船名（総トン数）船名（総トン数） 全長（全長（全長（全長（ｍ）ｍ）ｍ）ｍ） 国籍国籍国籍国籍 寄港地寄港地寄港地寄港地

能代港
1111 264264264264 外航外航外航外航

５月１９日（金） ５月１９日（金） ロストラル
142.10

FR
前港：真野／後港：青森

外航３回 6時00分 8時00分 （10,700ｔ） フランス

内航０回
2222 264264264264 外航外航外航外航

５月２１日（日） ５月２１日（日） ロストラル
142.10

FR
前港：青森／後港：小木

18時00分 19時00分 （10,700ｔ） フランス

3333 120120120120 外航外航外航外航
９月１８日（月） ９月１８日（月） シルバー・ディスカバラ－

102.9
BS

前港：青森／後港：佐渡島
18時30分 19時30分 （5,218ｔ） バハマ

能代港へのクルーズ船寄港予定



ダイヤモンド・プリンセスの寄港推移ダイヤモンド・プリンセスの寄港推移ダイヤモンド・プリンセスの寄港推移ダイヤモンド・プリンセスの寄港推移
乗客定員乗客定員乗客定員乗客定員 ２，６７８人２，６７８人２，６７８人２，６７８人
乗乗乗乗 組組組組 員員員員 １，０５８人１，０５８人１，０５８人１，０５８人 乗船者数計乗船者数計乗船者数計乗船者数計 ３，７３６人３，７３６人３，７３６人３，７３６人

Ｈ２８Ｈ２８Ｈ２８Ｈ２８ 寄港回数寄港回数寄港回数寄港回数 １回１回１回１回 乗船者数乗船者数乗船者数乗船者数 ３，７３６人３，７３６人３，７３６人３，７３６人

↓↓↓↓

Ｈ２９Ｈ２９Ｈ２９Ｈ２９ 寄港回数寄港回数寄港回数寄港回数 ５回５回５回５回 乗船者数乗船者数乗船者数乗船者数 １８，６８０１８，６８０１８，６８０１８，６８０人人人人
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Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０ Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１ Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２ Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３ Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４ Ｈ２５Ｈ２５Ｈ２５Ｈ２５ Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６Ｈ２６ Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７ Ｈ２８Ｈ２８Ｈ２８Ｈ２８ Ｈ２９Ｈ２９Ｈ２９Ｈ２９

外航

内航

１５１５１５１５回回回回
１６１６１６１６回回回回

９９９９回回回回

５５５５回回回回

９９９９回回回回９９９９回回回回
８８８８回回回回

６６６６回回回回

４４４４回回回回

２６２６２６２６回回回回（（（（予定予定予定予定））））

秋田県へのクルーズ船寄港回数の推移

4646

国内のクルーズ船寄港状況



4747

あきたクルーズ振興協議会について（平成２９年３月２１日設立）

4848

あきたクルーズ振興協議会メンバーについて



4949

能代港の当面の発展空間等

工業用地未利用地工業用地未利用地工業用地未利用地工業用地未利用地

水域発展空間水域発展空間水域発展空間水域発展空間

未整備岸壁未整備岸壁未整備岸壁未整備岸壁

5050

能代港の現港湾計画



5151

１ 高速道路ネットワークの実現

２ 青森県及び岩手県の一部を含む県北部の広域的な集荷の可能性

３ 県北部一体となった取り組み（有史以来の米代川流域経済連携）

４ 石炭火力発電所関連貨物以外の一般出入貨物の増加策

５ 石炭灰等副産物の有効活用策

６ 関連産業を含む洋上風力発電への取り組み

７ 県北部のポテンシャルを生かしたクルーズ船への対応

８ 能代港内の発展空間の活用

まとめ（ポイント）

（写真：デンマーク コペンハーゲン沖 洋上風力発電所）

ご清聴ご清聴ご清聴ご清聴
ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。


